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崎）#O23-6 

25. 朝野寛視、本田徳鷹、須山隆之、行徳 宏、千住博明、竹本真之輔、池田喬哉、山口博之、中富克己、福田 実、

迎 寛：EGFR 遺伝子変異陽性肺癌と ALK 融合遺伝子陽性肺癌が併存した１例. 第 40 回日本呼吸器内視鏡学会学術

集会. 2017 年 6 月 9-10 日（長崎）#P3-8 

26. 竹本真之輔、朝野寛視、須山隆之、本田徳鷹、行徳 宏、千住博明、池田喬哉、原 敦子、山口博之、石本裕士、

角川智之、中富克己、坂本憲穂、福田 実、日高重和、木下直江、迎 寛：胃癌にサルコイドーシスを合併した１

例. 第 40 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会. 2017 年 6 月 9-10 日（長崎）#P4-5 

27. 千住博明、朝野寛視、須山隆之、本田徳鷹、行徳 宏、竹本真之輔、池田喬哉、山口博之、中富克己、福田 実、

迎 寛：肺原発、ALK 陽性炎症性筋線維芽細胞腫瘍の１例，第 40 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会，2017 年 6 月

9-10 日（長崎）#P6-3 

28. Yamaguchi H, Wakuda K, Fukuda M, Kenmotsu H, Yoshimura K, Yamamoto Y, Nakagawa K, Okamoto I, Sugio K. A phase 
II study of Osimertinib for untreated CNS metastasis, EGFR T790M+ non-small cell lung cancer (OCEAN study). 第 15 回日

本臨床腫瘍学会学術集会 2017 年 7 月 27-29 日（神戸）#P3-3-7 

29. 竹本真之輔、行徳 宏、千住博明、溝口孝輔、池田喬哉、山口博之、中富克己、中村洋一、福田 実、迎 寛：Amrubicin 
is effective for synovial sarcoma in vitro and in vivo. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 2017 年 7 月 27-29 日（神戸）
#P1-213 

30. 本田徳鷹、山口博之、中富克己、福田 実、小河原大樹、梅山泰裕、土井誠志、北崎 健、池田喬哉、迎 寛：EGFR 
T790M陽性非小細胞肺癌患者に対するオシメルチニブの使用経験に関する後ろ向き研究. 第 15回日本臨床腫瘍学会

学術集会 2017 年 7 月 27-29 日（神戸）#P1-289 

31. 赤城和優、本田徳鷹、梅山泰裕、小河原大樹、池田喬哉、山口博之、北崎 健、中富克己、福田 実、迎 寛. 長
崎県内関連施設における非小細胞肺癌に対するニボルマブ使用症例の検討. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 
2017 年 7 月 27-29 日（神戸）#P3-232 

32. 土屋暁美、鈴木一枝、中村絵理花、川田満栄、荒川 由美子、野田夏海、長池恵美、本田琢也、福田 実、芦澤和

人. 外来化学療法室における infusion related reaction の検討. 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 2017 年 7 月 27-29
日（神戸）#P3-303 

33. 小野沙和奈、池田喬哉、谷口寛和、嶋田 緑、行徳 宏、千住博明、山口博之、中富克己、福田 実、角川智之、

迎 寛：悪性黒色腫に対しニボルマブ投与中に発症した肺胞出血の 1 例. 第 79 回日本呼吸器学会・日本結核病学会

日本サルコイドーシス/肉芽種性疾患学会. 2017 年 9 月 22-23 日（別府）#103 

34. 行徳 宏、山口博之、石本裕士、梅山泰裕、千住博明、小河原大樹、竹本真之輔、北崎 健、池田喬哉、角川智之、

中富克己、坂本憲穂、福田 実、佐藤俊太朗、丈達陽順、矢寺和博、田中文啓、芦澤和人、迎 寛：肺癌化学療法

に伴う薬剤性間質性肺炎のリスク因子としての背景肺の検討. 第 58 回日本肺癌学会学術集会. 2017 年 10 月 14-15 日

（横浜）#P4-2 
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35. 小野沙和奈、本田徳鷹、梅山泰裕、小河原大樹、北崎 健、竹本真之輔、谷口寛和、嶋田 緑、池田喬哉、山口博

之、中富克己、福田 実、迎 寛：長崎県内多施設における EGFRT790M 変異陽性肺癌に対するオシメルチニブ使

用例の解析. 第 58 回日本肺癌学会学術集会. 2017 年 10 月 14-15 日（横浜）#P20-6 

36. 島本 綾、芦澤和人、林 秀行、永安 武、迎 寛、福岡順也、福田 実、薮内英剛：胸腺カルチノイドの CT, MRI
所見の検討. 第 58 回日本肺癌学会学術集会. 2017 年 10 月 14-15 日（横浜）#P31-6 

37. Ohue Y, Kurose K, Isobe M, Fukuda M, Nakayama E. Oka M. Correlation of clinical response and XAGE1 immunity in lung 
adenocarcinoma. IASLC 18th World Conference on Lung Cancer 2017 年 10 月 15-18 日 (横浜) #P2.07-018 

38. Tsujino S, Ikeda T, Taniguchi H, Shimada M, Gyotoku H, Senju H, Yamaguchi H, Nakatomi K, Fukuda M, Mukae H. A 
retrospective analysis of nivolumab-related pneumonitis in non-small cell lung cancer patients. IASLC 18th World Conference 
on Lung Cancer 2017 年 10 月 15-18 日 (横浜) #P2.07-045 

39. 本田琢也、福田 実、中川博雄、能勢誠一、伊藤直子、中村忠博、土屋暁美、池田津奈子、芦澤和人. 化学療法当

日における開始指示決定後の取り消しは不可避なのか. 第 55 回日本癌治療学会学術集会. 2017 年 10 月 20-22 日（横

浜）＃P112-7 

40. 福田 実：JSMO Tabacco Control Action – Statement and Questionnaire result of No Smoking 日本臨床腫瘍学会の禁煙に

対する取り組み〜禁煙宣言と会員アンケート調査 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会広報渉外委員会企画禁煙セッ

ション 2017 年 7 月 28 日（神戸）#ACP-3 

41. 福田 実. IV 期非小細胞肺がんにおける化学療法の位置づけ. 第３回静岡県東部肺癌化学療法研究会. 2017 年 11 月

10 日（沼津キャッスルホテル） 

42. 松島加代子、大仁田 賢、赤司太郎、北山 素、橋口慶一、南 ひとみ、冨永哲郎、本田琢也、赤澤祐子、森田 道、

野中 隆、山口直之、竹下浩明、藤田文彦、入江順二、澤井照光、竹島史直、浜田久之、中島正洋、中尾一彦：炎

症性腸疾患症例に発生した下部消化管腫瘍の臨床的検討．(消)，第 109 回日本消化器病学会九州支部例会/第 103 回

日本消化器内視鏡学会九州支部例会 2017.5.19-5.20 

43. 園田悠紀、大石敬之、本田琢也、小澤栄介、大仁田 賢、中尾一彦：転移を有する進行膵癌における FOLFIRINOX
療法後の二次治療としての Gemcitabine+nab-Paclitaxel 併用療法．(消)，第 109 回日本消化器病学会九州支部例会/第
103 回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 2017.5.19-5.20 

44. 宮副由梨、三馬 聡、佐々木 龍、本田琢也、柴田英貴、小澤栄介、宮明寿光、田浦直太、中尾一彦：老化肝星細

胞より分泌される細胞外分泌顆粒の生物学的意義の検討，第 53 回日本肝臓学会総会 2017.6.8-6.9 

45. 山道 忍、田浦直太、宮明寿光、三馬 聡、柴田英貴、本田琢也、中尾一彦：肝癌に対する定位放射線療法の治療

効果と肝機能に与える影響の検討，第 53 回日本肝臓学会総会 2017.6.8-6.9 

46. 山道 忍、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬 聡、宮明寿光、山崎拓也、中尾一彦：肝癌に対する定位放射線

療法の治療効果と肝予備能に与える影響の検討，第 53 回日本肝癌研究会 2017.7.6-7.7 

47. 近藤俊介、三根祥一郎、本田琢也、大仁田 賢、竹島史直、中尾一彦：内視鏡的に小腸転移を診断した悪性胸膜中

皮腫の 1 例，第 318 回日本内科学会九州地方会 2017.8.5 

48. 山道 忍、田浦直太、柴田英貴、本田琢也、三馬 聡、宮明寿光、山崎拓也、中尾一彦：肝癌に対する定位放射線

療法の治療効果と肝予備能に与える影響の検討，第 21 回日本肝臓学会大会 2017.10.12-10.13 

49. 大石敬之、本田琢也、園田悠紀、小澤栄介、大仁田 賢、中尾一彦：切除不能進行膵癌に対する一次化学療法とし

ての FOLFINOX 療法と GEM+nab-PTX 併用療法，第 55 回日本癌治療学会学術集会 2017.10.20-10.22 

50. 松島加代子、大仁田 賢、赤司太郎、北山 素、橋口慶一、本田琢也、赤澤祐子、森田 道、野中 隆、山口直之、

竹下浩明、伊藤信一郎、入江順二、藤田文彦、澤井照光、浜田久之、中島正洋、竹島史直、中尾一彦：当院で経験

した炎症性腸疾患（IBD）関連腫瘍と IBD に対する検査法・治療薬との関連性の検討，第 110 回日本消化器病学会

九州支部例会 2017.11.17-11.18 

51. 児島知仁、山道 忍、宮明寿光、柴田英貴、本田琢也、三馬 聡、田浦直太、新野大介、上木 望、中島正洋、中

尾一彦：IgG4 関連リンパ節炎との鑑別が困難であった B 細胞性悪性リンパ腫の剖検例，第 110 回日本消化器病学会

九州支部例会 2017.11.17-11.18 

52. 藤野亮太、末廣智之、岩津伸一、園田悠紀、大石敬之、本田琢也、小澤栄介、大仁田 賢、中尾一彦：膵癌に合併

した Trousseau 症候群の 3 例，日本消化器病学会九州支部例会 2017.11.17-11.18 

53. 佐々木 龍、田浦直太、中尾一彦：肝癌治療における静脈血中ケトン体と骨格筋の関連，第 21 回日本肝臓学会大会

（JDDW 2017 福岡）A640 2017.10.12 

54. 佐々木 龍：Geranylgeranylacetone の⼩胞体ストレスを介した肝星細胞の apoptosis による肝線維化抑制効果，第 31
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回 類洞壁細胞研究会学術集会 P41 2017.11.24 

55. 髙比良飛香、中村太祐、田崎裕太郎 、江川亜希子、山崎拓也、上谷雅孝、芦澤和人、林 靖之、松尾孝之：当院に

おける聴神経鞘腫に対する定位放射線治療の治療成績，第 26 回日本定位放射線治療学会 2017.6.30 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 2 8 0 3 55 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

芦澤和人・教授 中央環境審議会石綿健康被害判定部会専門委員 環境省 

芦澤和人・教授 中央じん肺診査医 厚生労働省 

芦澤和人・教授 医師国家試験予備試験委員 厚生労働省 

芦澤和人・教授 石綿確定診断等事業臨床・放射線検討会委員 厚生労働省 

芦澤和人・教授 石綿確定診断等事業確定診断委員会委員 厚生労働省 

芦澤和人・教授 大学改革推進事業がんプロフェッショナル養成

協議会コーディネーター 
文部科学省 

芦澤和人・教授 画像診断コンサルテーションコンサルタント 国立がん研究センターがん対策情報センター 

芦澤和人・教授 評議員 日本肺癌学会 

芦澤和人・教授 画像診断委員会委員 日本肺癌学会 

芦澤和人・教授 肺がん検診委員会委員 日本肺癌学会 

芦澤和人・教授 胸膜中皮腫小委員会 日本肺癌学会 

芦澤和人・教授 評議員 日本肺癌学会九州支部会 

芦澤和人・教授 理事 日本 CT 検診学会 

芦澤和人・教授 肺癌診断基準部会委員 日本 CT 検診学会 

芦澤和人・教授 ガイドライン委員会委員 日本 CT 検診学会 

芦澤和人・教授 代議員 日本医学放射線学会 

芦澤和人・教授 教育委員会委員 日本医学放射線学会 

芦澤和人・教授 画像診断ガイドライン委員会委員 日本医学放射線学会 

芦澤和人・教授 世話人 日本医学放射線学会九州地方会 

芦澤和人・教授 幹事 日本医学放射線学会胸部放射線研究会 

芦澤和人・教授 理事 日本放射線科専門医会 

芦澤和人・教授 世話人 福岡胸部放射線研究会 

芦澤和人・教授 世話人 石綿・中皮腫研究会 

芦澤和人・教授 保健医療対策協議会がん対策部会委員 長崎県 

芦澤和人・教授 保健医療対策協議会がん対策部会がん登録委員

会委員 
長崎県 

芦澤和人・教授 保健医療対策協議会がん対策部会肺がん委員会

委員 
長崎県 

芦澤和人・教授 専門分野における質の高い看護師育成事業検討

委員会委員 
長崎県 
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芦澤和人・教授 緩和ケア医師研修委員会委員 長崎県 

芦澤和人・教授 長崎県がん診療連携協議会事務局長 長崎県 

芦澤和人・教授 がん検診委員会委員 長崎市医師会 

芦澤和人・教授 感染症診査協議会委員 長崎県西彼保健所 

福田 実・准教授 協議員、広報渉外委員会委員 日本臨床腫瘍学会 

福田 実・准教授 評議員、ガイドライン検討委員会胸腺腫瘍小委

員会委員 

日本肺癌学会 

福田 実・准教授 長崎市医師会肺癌検診読影委員 長崎市医師会 

福田 実・准教授 長崎県がん診療連携協議会 WG 化学療法部門長 長崎県 

福田 実・准教授 瀬戸内肺癌研究会幹事 瀬戸内肺癌研究会 

福田 実・准教授 九州肺癌研究機構プロトコール委員 九州肺癌機構 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

芦澤和人・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総

合研究事業） 
じん肺の診断基準及び手法に関する調査研

究 

芦澤和人・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金（労働安全衛生総

合研究事業） 
じん肺エックス線写真による診断精度向上

に関する研究 

芦澤和人・教授 厚生労働省 分担 労災疾病臨床研究 
胸膜中皮腫の的確な診断方法に関する研究

ー鑑別診断方法と症例収集ー 

芦澤和人・教授 厚生労働省 分担 労災疾病臨床研究 
職場における化学物質の感作性障害に対す

る防止措置と健康管理の有効性に関する研

究 

芦澤和人・教授 環境省 分担 環境省請負業務 
石綿関連疾患に係る医学的所見の解析調査

業務（石綿肺等の鑑別診断の在り方に関する

調査編） 

福田 実・准教授 Externally Sponsored Research（医師

主導研究支援） 
代表 A phase II study of Ocimertinib for untreated 

CNS met astasis, EGFR T790M-positive 
non-small cell lung cancer (OCEAN) 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

芦澤和人・教授 非常勤講師（放射線医学） 長崎医療技術専門学校 
 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

芦澤和人・教授 がん征圧月間 西日本新聞 2017 年 
9 月 24 日 

がん診療センター開設から 10 年の取材

を受けた。 


	瀬戸内肺癌研究会

